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草
鞋
を
履
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
防

寒
の
為
に
着
け
、
そ
れ
が
一
般
に
普
及

し
材
料
も
木
綿
に
な
り
、
気
軽
に
草
鞋

に
足
袋
を
着
け
て
出
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
江
戸
時
代
以
降
で

は
草
履
や
下
駄
と
な
り
庶
民
が
好
ん

で
足
袋
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
地
下
足
袋
は
足
袋
そ
の

ま
ま
で
履
き
、
動
き
や
す
い
の
で
職
人

さ
ん
に
普
及
し
ま
し
た
。 

 

□
新
任
役
員 

東
本
町 

高
橋
秀
毅
氏 

地
区
世
話
役
員
と
し
て
寺
の
護
持
発

展
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

梅
花
だ
よ
り 

           

当
寺
練
習
会 

九
月 

九
日
（水
）午
後
一
時
〜 

九
月
十
八
日
（金
）午
後
一
時
〜 

 

 

宗
務
所
主
催
梅
花
流
奉
詠
大
会 

 

期
日 

十
月
二
十
三
日 

 
 

会
場 

村
上
市 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

 
 

参
加 

下
越
地
区
梅
花
講
員 

 
 

人
員 

七
百
名 

  

宗
務
所
主
催
検
定
会 

 
 

期
日 

十
一
月
二
十
七
日
（金
） 

 
 

会
場 

五
十
公
野
金
蘭
荘 

 

＊
梅
花
流
詠
讃
歌
（御
詠
歌
）を
始
め
ま

せ
ん
か
！
お
釈
迦
さ
ま
・道
元
さ
ま
・瑩

山
さ
ま
を
讃
え
、
ご
先
祖
様
を
敬
う
こ

こ
ろ
を
唱
え
ま
す
。 
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仏
事
の
知
識 

襪
子
と
足
袋 

法
要
儀
式
の
時
に
僧
侶
の
足
も
と

を
よ
く
注
意
し
て
見
て
下
さ
い
。
指
の

別
れ
て
い
な
い
靴
下
式
で
小
鉤
の
つ

い
た
白
い
履
き
物
を
着
用
し
て
い
ま

す
。
襪
子
（
べ
っ
す
・
し
と
う
ず
）
と

言
い
中
国
禅
宗
よ
り
伝
わ
り
、
安
土
桃

山
に
始
ま
り
奈
良
平
安
時
代
と
日
本

で
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
中
国
は
土
間
の
法
堂
で
す
の
で
僧

侶
は
法
堂
沓
（
は
っ
と
う
く
つ
）
を
履

き
そ
の
下
に
沓
ず
れ
し
な
い
よ
う
に 

        

襪
子
を
着
用
し
ま
し
た
。
（
昔
は
小
鉤

で
な
く
足
首
を
紐
で
結
ん
だ
も
の
）
現

在
で
は
寺
の
本
堂
は
畳
で
す
の
で
沓

を
履
か
な
い
で
襪
子
だ
け
着
け
て
い

ま
す
。
檀
信
徒
供
養
、
及
び
特
別
法
要

に
は
必
ず
着
用
す
る
決
ま
り
が
あ
り

ま
す
。 

 

足
袋
は
、
単
皮
、
単
（
ひ
と
え
）
の

皮
、
指
足
の
割
れ
て
い
る
履
き
物
で
、 
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□
永
平
寺
だ
よ
り 

 

二
男
秀
孝
は
師
寮
寺
の
お
盆
手
伝

い
と
し
て
他
出
許
可
を
い
た
だ
き
八

月
十
二
日
〜
十
六
日
（
五
日
間
）
ま

で
久
し
ぶ
り
に
お
寺
で
過
ご
し
ま
し

た
。
永
平
寺
で
の
生
活
は
二
年
半
に

な
り
、
現
在
法
堂
の
殿
行
で
ん
な
ん

（
本
堂
の
法
要
係
）
を
務
め
て
い
ま

す
。
九
月
末
の
本
山
参
り
に
は
法
堂

で
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
修
行
の
無
事
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。 

 

□
こ
ど
も
禅
の
集
い
終
了 

 

七
月
二
十
九
日
・
三
十
日
山
屋
、

永
徳
寺
様
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
は
小
学
生
六
十
名
、
お
寺
に
宿

泊
し
、
坐
禅
、
写
経
、
読
経
、
食
事

作
法
等
、
規
律
の
乱
れ
が
ち
な
夏
休

み
に
貴
重
な
体
験
を
し
て
過
ご
し
ま

し
た
。 

 

十
七
教
区
寺
院
主
催 

 

襪子（べっす） 

 

□
大
本
山
永
平
寺
法
要
の
旅 

大
本
山
永
平
寺
・加
賀
大
乗
寺
と 

京
都
市
内
・雄
琴
温
泉 

期
日 

平
成
二
十
一
年 

 
 
 

九
月
二
十
七
〜
二
十
九
日 

 
 
 
 
 
 

（二
泊
三
日
） 

宿
泊 

永
平
寺
・雄
琴
温
泉 

 

会
費 

五
万
四
千
円 

＊
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
ま
し
た
の
で
５
名

追
加
募
集
致
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。 

 


